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休暇取得分散化に関するアイディアボックスの意見結果①

2,300人

978人

【調査概要】
１．調査期間：平成２２年６月２２日（火）～平成２２年７月１２日（月）
２．調査対象：全日本国民
３．登録者数：３，２７８人

667

1510

833

600
800
1000
1200
1400
1600

年代別登録者人数

15 3

146

516

20

590

75

235

110
49 38

106 104

515

125 118 119 81

313

100
200
300
400
500
600
700

業種別登録者人数

75 25 14 48 13 14 22
83 37 35

143142

956

280

46 24 18 9 12 50 33 68
174

36 22 70

234
107

28 13 9 14 34 76 28 13 18 24 9
95

11 13 16 22 13 21 15 15 1
0

200

400

600

800

1000

1200

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

海
外
そ
の
他

都道府県別登録者人数

16
193

57 2
0

200
400

10代 20代 30代 40代 50代 60代 90代以上

0
農
林
漁
業

鉱
業
建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・熱
供
給
・

水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
業

飲
食
店
，
宿
泊
業

医
療
，
福
祉

教
育
，
学
習
支
援
業

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

公
務
員

学
生
家
事
従
事
者

無
職
そ
の
他

１



１．回答者数：１，７５８人～２，３５６人 ２．延べ回答者数：１５，５３６人 ３．延べコメント数：１０，７９３人
※回答者数は設問によりバラツキがあります。

【設問１】あなたにとって、休暇取得の分散化は
効果があると思いますか。

【設問２】あなたにとって、休暇取得の分散化の
メリットと感じられるものを教えてください。

【設問３】あなたにとって、休暇取得の分散化の
デメリットと感じられるものを教えてください。

春の大型連休の分散化
は効果があると思う

47

秋の大型連休の創設は
効果があると思う

282

春の大型連休の分散化
秋の大型連休の創設の
いずれも効果があると
思う

301

春の大型連休の分散化
秋の大型連休の創設の
いずれも効果がないと
思う

1522

2％

12％

13％

64％

9％

混雑が緩和され、旅行が
しやすくなる

280

旅行費用が安くなり、旅
行がしやすくなる

142

家族や親族とゆっくり過
ごす時間が増える

24

観光産業で働く人の雇用
が安定する

48

観光産業のサービスが
向上する

23

観光産業のみならず、製
造業など幅広い産業に
経済効果がある

47

年次有給休暇を取得し 22
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7％
1％
2％
1％
2％
1％

68％

休日の異なる取引先と
の連絡が難しくなり、
企業の経済活動等に
支障が生じる

482

仕事が休めなくなる 392

特定の行事・イベント
に支障が生じる

97

休日の異なる地域に
住む家族や友人に会
えなくなる

537

学校行事に支障が生
じる

12

祝日の意義が薄れる 182

10％

24％

20％

5％
27％

4％

9％

1％

休暇取得分散化に関するアイディアボックスの意見結果②

総数=1,875 総数=1,845 総数=1,802

総数=2,356 総数=2,055 総数=1,982

２

その他 204
やすくなる

22

メリットは特にない 1396

その他 73

祝日の意義が薄れる 182

デメリットはない 89

その他 191

【設問４】あなたは、休暇取得の分散化が実施された場合に
何をしますか。

日帰りで出かける 62

宿泊旅行に出かける 224

海外旅行に出かける 107

地域の行事・イベント
に参加する

17

家でゆっくり過ごす 454

仕事をする 505

その他 506
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1％

24％

27％

27％

【設問５】あなたは、「国民の祝日」の一部を休日ではない記念日とす
るとともに、休日については地域ブロックごとに別の日に設定
することについてどう思いますか。

全ての祝日について
休日はない記念日と
し、休日を別の日と定
めてもよい

134

ハッピーマンデーにつ
いてのみ、従来の日
を休日ではない記念
日とし、休日を別の日
と定めてもよい

185

全ての祝日が休日で
あった方がよい

1162

その他 364
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10％

63％

20％

【設問６】休暇取得の分散化は、どの程度の地域に
分散すべきだと思いますか。

５地域程度（例：「北海
道・東北・北関東」、「南
関東」、「中部・北陸信
越」、「近畿」、「中国・四
国・九州・沖縄」）

138

３地域程度（例：「東日
本」、「関東」、「西日
本」）

84

２地域（例：「東日本」、
「西日本」）

130

その他 1450

8％
5％

7％

80％



総数=1,758 総数=1,863

【設問７】休暇取得の分散化は、どの程度の期間にわたり
実施すべきだと思いますか。

できるだけ短い期間 175

２～３週間程度 94

４～５週間程度 91

出来るだけ長い期間 72

その他 1326

【設問８】「年次有給休暇の取得を促進することが大前提」という
ご意見がありますが、あなたはどのように考えますか。

その通りだと思う 792

その通りだと思うが、実
際には仕事の都合等
のため年次有給休暇を
取得できない

585

「年次有給休暇の取得
促進」と「休暇取得の分
散化」の双方に取り組
むべき

98

「年次有給休暇の取得
促進」ではなく、「休暇
取得の分散化」に取り
組むべき

37

その他 351
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休暇取得分散化に関するアイディアボックスの意見結果③

【主な賛成の理由】

○経済活動のプラス要因となる。
・旅行費用の低廉化や混雑解消が
実現すれば、旅行に行く回数・時
間を増やす。
・レジャー産業、飲食業、小売業等
各方面に経済効果が見込める。

○休暇に対する意識改革のきっかけ
になる。
・分散化をきっかけに有給休暇の分
散・促進が期待できる。

【主な反対の理由】

○企業活動の阻害要因となる。
・金融、交通システム等の混乱を招く。
・全国展開の企業では仕事の遅延・
休日出勤に繋がる。

○家族、友人と過ごす時間の阻害要因
となる。
・地域で分散化すると遠方の家族、友
人と休日をあわせにくくなる。

○日本文化の衰退に繋がる。
・祝日の意義が忘れ去られる。

【主なアイディア】

○有給休暇、育児休暇、産前産後休暇取得の
意見。
・有休、育休、産休の取得率をアップさせる
ため、各企業に法的に強制力を持たせる。
・有休の買取制度の法制化。

○休日の設定方法に関する意見。
・全国一律の制度ではなく個人が自由に休日
を設定できるようにする。

○分散化の期間、地域に関する意見。
・秋についてはこれまでにない制度なので、
導入、定着しやすい。
・分散化実施地域は５地域ではなく、各都道
府県単位にすべきである。

３

【主な意見・アイディア】


